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Abstract 
The authors have already report巴dthe fact that in the extreme cases of呂 longintake or exhaust 
pipe or of hight speed， the residual pulsation waves in the intake or exhaust pipe have great in丑uence
on the delivery ratio and such a pulation effect is generally governed by the expression 
15a 
qニ -NL
Strictly speaking， however， these matching conditio日smust be discussed considering the pulsation 
ef巴ctand imertia or blow-down effect. 
Successively， in order to investigate systematically the influence of various factors in a pipe 
system on the delivery ratio， they have mad巴 afew considerations on the matching condition of 
puisation e妊ectand then measurecl the delivery ratio changing the various dimensions of the pipe 
system over a wide range 
Consequently， itis ascertainecl that the pulsation effect is governed by the following expression 
15ai 
q戸 NLt- for intake pulsation effect in low engine speed 
Qi = (1十議)q包 for high speecl 
!1 f)宇¥Qt=¥-i十 3布)qψforhigh speed in the two cyiincler engine 
Qe = (1+議)qe 伽 exhaust卯 lsationefiect 
I.緒言
給・排気管系におけるf流動波が給気比に著じるしく影響することは古くから知られてお
り，かかる脈動効果を規定する特性数としては P.VoisseP)が提唱した脈動特性数 (q)
q=給・排気管内気柱の固有振動数÷機関の吸込み数
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(1) 
がよく使用されている。ここに a.圧力伝播速度 m/sフ N:機関回転数 rpm，L:管長 m で
ある。なお， P. VoisseP)は qが 1，2ラ3の整数のとき共振するので給気比が増大すると述べて
いる。また， P. Morse2)， R. C. Binder3)および前川教授4)らは脈動特J生数(q)が 3-5のとき給
気比が最大になると称している。 しかし， 浅沼教授は4サイルク機関の吸込効率に関する研
究5)において，吸気管内指圧線凶と体積効率曲線との比較対照から吸気弁が閉じたあと管内に
残存する脈動圧力波のうち正の波が次の吸気期間に同調すると体積効率は向上し，負の波のと
きには低下することを明らかにしている。したがってラ脈動効果が吸気管内気柱の固有振動数
(L， a)と機関回数 (N)によって規定され， 体積効率曲線の起伏が脈動特性数 (q)によりよく揃
うのも当然であるがラ q=lフ 2ラ3のときには負のj皮が同調するので， P. Voisselの予想を裏切
って体積効率が低下することを実験的にも検証している。また筆者6)もクランク室圧縮2サイ
クル機闘を用いて同様の結果を得た。しかし，管長のみならず管径， クランク室容積，給気孔
開口角などを広範聞に変えた実験結果から，とくに高速ラ長管の場合には次の給気孔間口期間
に入り込む脈動波のサイクル数が 1以下であるのでラ脈動効果の最適条件は給気子L閉止時(I.C.)
の圧力波の状態に左右されるようになり， 従来の脈動特性数 (q)のみでは給気比曲線の起伏を
説明できなL、点もあることを明らかにした7)。 さらに有効給気子L閉止時(I.C.*)における残留脈
動波の重畳状態に注目した脈動特性数 (Q)を提案した。その後，実験的にも検討されたのでヲ
ここに報告する。
U. 実験装置および実験方法
{共試機関は，いずれもクランク室庄縮2サイクノレ機関で，その主要諸克は表 1のとおりで
表 1 供試機関の諸元
供試機関記号 E-50 E-125 E-180 E-360 
シリンダ径×行程 (mm) 40φx39.8 52c¥X58 62c¥x59.6 62りx59.6
:シ/ ソ タ 数 1 l 1 2 
総 行 理ム 体 ;杭 (cc) 50 123 180 360 
60 60.5 64 64 
掃気孔 (0) 55 62.6 50.5 50.5 
タイミング 排気孔 (0) 67 73.0 65.5 65.5 
絵 気 管 径 (mmゆ) 13.8 21 :n 31 
相ド 気 r百二 径 (mmrt) 21 30 40 40 
(382) 
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ある。
実験装置は ~íj報6) の場合と同様に給気量測定装置，給気管系，供試機関および排気管系か
ら構成されている。しかし，給気管系に関する実験では給気量測定装置を排気側に設置して駆
動運転で行ないヲ排気管系に関する実験では給気側に配置して発火運転で行なった。なお，使
用した給気量測定装置や変動圧力の記録装置および実験方法なとも前報の場合と同じである。
HI. 実験結果および考察
III-l 給気管系による脈動効果
給気管系による脈動効果を詳細に調べるため，各種形状の給気管系を用いて給気比を測定
した。その代表的実験結果について次に述べる。
(a) 直管型給気管系
直管型給気管系を用い，給気管長 (Li)と機関回転数 (N)を広範囲に変えた場合の実*験結果
を附加給気管長 (l)と機関Ii:J転数 (N)との線図に纏めヲ 等給気比曲線を描くと図 1(供試機関
E-180) となる。凶において，機関回転数 N 二 2500~3000 rpm，附加給気管長 I= 20~70 cm 
の領域⑧および領域⑮ (N=3000~4000 rpm， I =70~lOO cm)に給気比曲線の山が認めら
れる。 このうち③領域における給気比曲線の山は P.VoisseP)の説とは逆に浅沼教授や筆者
が指摘している脈動効果の長適条件 (qi二叶;;したがって非同調)とかなりよく一致してい
る。これに対し，比較的に高速，長管となる⑧領域においては，給気比曲線の山は計算1)線
日
:1 川口L
図←1 寺i給気比曲線(1<.，-18') 図-2 (r;;給気Jt曲線 (E-180)
(383) 
890 沢 貝IJ弘。福烏和佼・?r:
(ワ¥ _， • 1 qz=12)と一致せず，q戸 lz~L4の中間に生じて
し、る。 このような傾向は給気管系の途中に絞り侭(穴
あき板)を挿入した図一一2(穴{も 28mmO)および凶 3(穴
径， 19.5mmゆ)の実験結果においても全く同様に認めら
A/>L'る。 これは本型式機関における給気過程の後半 U:.3't
lf，後)がピストン運動による逆流出作用を伴う期間であ
プ、- L o L- (ニラ および高速ク長管になるほど残留脈動波の振幅
や}言j羽が増大するので慣性過給に対する給気期間の不足
とあいまって，給気期間の後半に重畳する脈動波の影響
を受ける割合が大きくなることを考え合せるときヲ給気
期間の後半に重なる残留脈動波が給気比曲線の起伏を主
として支配するものと考えるのが合理的のように思われ
る。かかる推論を具体的に検証するため.有効給気孔閉
止時(I.c.*)における残舟脈動波の重畳状態に注目する
呂良
l1! 
図 3 きj給気比曲線 (E-180)
と，給気孔開口時(1.0.)から次のサイクルにおける有効拾気孔閉止時(I.C.*)までの期間に合ま
IC 1.0 
図 4
1.0 
QL=1t 
脈動特性数(Qi)と脈動波の
重畳状態
れる脈動サイクル数 (Qi)は
Qi=(企庁)ム(話).(吟rL}
= (1+長).qι
で与えられる。ここに向:給気管系における圧力
伝播速度，N:機関回転数フ付:有効給気開口角，
LT:各種形状の給気管系を一端開，他端閉のオル
ガンパイプに置換えた場合の等価管長であり，直
管型給気管系の場合には実長 (L，)である。 なお，
脈動特性数(の)は P.VoisseP)の特性数と同形
式の
15ai 
qi = (NL訂 (3j 
である。 したがって，脈動特性数 (Qi)と残留脈動
波との関係は図 4に示すようになる。
すなわち，Qi=n十~ (刀二1，2， 3 の整数)
のときには最大の残留脈動負圧波が有効給気孔閉
(384) 
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止時(I.c.*)に重なり，給気作用を阻害する。これに反して，Qi=n十3の場合にはI.c.*時に
最大の残留脈動正圧波が重畳するので給気作用が助長され，給気比曲線の山となる筈である。
3 
いま，脈動効果の最適条件 Qi= 1 ~ (n=lの場合)からヲそのときの機関回転数 (N)と附4 
加給気管長 (l)との関係を求め，さきに示した図-1-図-3の等給気比曲線上に併記してみると
これらの計算曲線はいずれも⑮領域における給気比曲線の山とよく一致している。このこと
から高速領域における脈動効果を規定するのは，有効給気孔閉止時(I.c.*)に重畳する残留脈動
波であり，脈動特性数 (Qi)が有用なパラメータであることがわかる。
(b) 段付型および円錐型給気管系
段付型給気管系や円錐型給気管系の場合でも長管になると図-5ラ 図-6および悶-7に示す
ように脈動効果による給気比曲線の起伏が顕著にあらわれてくる。しかも，その機関回転数は
給気管系の寸度によって移行している。 たとえば，段付型給気管系の場合には段付管径 (d2)に
比例して高速回転側に移行し， たとえ全長が一定の場合でも段付管長比 (lI!l2)が小さくなるほ
ど図-6に示すように高速回転側に移行するが，途Iドから逆に低速回転側に逆行している。この
ように給気比曲線の山を与える機関回転数が段付管系の寸度によって移行するのは (2)および
3~ð∞ 2000 
図 5 給気比山線(段付管内径の影響) 図-6
(385) 
自92 沢 貝1J 51、・福L~J 手口 i'Jt・ i尺
(3)式に含まれている等価管長が，
に応じて変化するためである。 一手，、 こ斗 B Jよイミ"
司、
ぞれ
段付型
給気管'系の等価管長 (Li)は次式から求めら
れる。
刊号ぞ)二五叫f会)性)
ここに l:管長，f:断面積であり， 、1"'-，J.→ {(J:i子
1は機関側管系， 2は間口端側管系(段付管)
をあらわす。 しfc.カ:つ-c，上式から段付管系
寸度の等価管長 (Ltlに及ぼす影響フすなわち
脈動効果に及ぼす影響を容易に生1ることがで
きる。 図 7
昌良
次にラ 図 5および悶-6の実験結果から高速慎域 (N= 3500~4500 rpm)および中速領域
(Nニ 2000~2500 rpm)において給気比由線の山を与える機関回転数 Np]，N1)2を求め， それら
を (4)式から算出した等価管長 (Lt)についてプロッ トすると図-8に示すように一曲線上によ
く揃っている。 なお|咽には日および(吋から計算した脈動効果の最適条件(Q乞=斗ぉ
よびゃ=27)をけ札 実験曲線、とかなりよく近似している。 また， (4)式の計算
結果によると段付型給気管系の等価管長 (Lt)は段付管径比 (ddd2)に比例し， 全長が一定であ
~， =2 
50 10 
図 8 脈動効果の向調条件
(段f、J!l'i給管気系)
事 150
Li cm 
(386) 
図 9
9() 
段イ、「型管系の等価管長 (Lt)
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つでも段付管長比 (11/ん)の値によって図 9における@印のように変化する。 これllL さきに
示した実験結果ともよく符合している。したがって，段付型給気管系においても直管型給気管
系の場合と同様に従来の脈動特性数(引のみでは
脈動効果を十分に説明できず，高速，長管の場合
の脈動効果を規定する特性数としては Q色が有用 LZ 
で、ある。 また段付型給気管系の等価管長(Li)は crn 
(4)式から求めればよいことが確認されたと云え
ょう。
図-8には円錐型給気管系の実験値(()fol)を
もプロットしているが‘段付型給気管系の場合と
同様に期待どおりの結果を示してL、る。なお，円
錐型給気管系の等価管長 Wl)は
川;会)十(Li'/v~;;ドin(与)
=叫f会一) (5) 
から算出した。ここにん給気直管の長さ、 fi:給
気直管の断面積ヲι.円錐管の長さラ仇:円庄の 図 10 弓縫型給気管系の等(而管長
円錐角であり，円錐型給気管系の等価管長は図-10に示すように給気直管の長さ (li)，円錐
図 11 給気比山線(広張室付給気符系)， E-125 
給気閉口端狽u管支(ん)
管長(lc)が大きく， 円錐角(仇)が小さ
いほど長くなる。
(c) 拡張室付給気管系
空気清浄器付給気管系の基本形と
も云える拡張室付給気管系を用L白た場
合にも!ヨ-11，図 12および図 13に;Jミ
すように脈動効果による給気比曲線の
山を与える機関回転数は給気出!::J端側
管長 (lb)， 機関側管長 (l8)が長いほど，
また，全長が一定であっても拡張室が
機関側に近いほど低迷回転側に順次移
行している。これは，拡張室付給気管系の寸度によって等価管長 (Li')が噌大するためである。
なおヲ 拡張室付給気管系の模型にインピータツス理論を適用するとラ 等価管長 (Li')の算出式
として
(387) 
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(三)似(;ι)=叫;jy)十fdf
が与えられる。 ここに，f:断面積，
l:管長， V:拡張室体積でフ添字 iは
給気間口端側管系， 5は機関側管系を
あらわす。 なおラ 上式によると等価管
長 (Li)は li，ls， li十l"，Vに比例する
が，l包が短かいときには Vの影響は小
さく，同一管長 (l乞十ls)であってもんが
長いほと"~'{iHi管長 (Lt) が大きくなり，
実験結果とよく符合する。
次に，図 ll~図-13 の実験結果か
ら給気比曲線の山を与える機関回転数
(N，)を求め， (5)式から算出した等価管
長 (Li)につきプロットすると図-14と
なる。同図には脈動効果の最適条件
(Q戸 1-!)の計算曲線をも併記して
いるが，かなりよく一致している。 し
たがって， かかる給気管系に対しても
脈動特性数 (Qi)が有用であることが
わかる。
(d) 集合型給気管系
集合型給気管系をもっ二気笥機関
(E-360)を用いた場台の実験結果を機
関回転数 (N)と附加給気管長 (l1)とに
ついてプロットし，等給気比曲線で表
示したのが図-15， 図-16および図-17
である。図によると，直管型給気管系
の場合よりも脈動効果の減衰が著じる
しし④領域には脈動効果による給気
比曲線は認められない。 さらに集合管
(l3)が長くなると図-17に示すように
⑮領域における給気比曲線の山も消
図 13
4000 
Np 
rpm 
3000 
200唱。
図←14
(388) 
¥ IQL二l者 QLニ(1+臥/360 )~， 
qL~ 15似 /NpLL
脈動効果の同調条件
給気管系)， E-125 
主主¥、
(6) 
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T， m洞
図 15 等給気比曲線 (E-360，l3ニ 13.7cm， 
C-31j31) 
図-16 等給気比曲線 (E-360，ら=23.7cm， 
C-31j31) 
滅してしまうようである。 しかし， いずれの場合もさらに高速長管である⑫領域に給気比
曲線の山が認められる。 これは単気箭機関の場合には認められなかったものであり， 脈動効
果の最適条件値 (Qi=引とも近似していない。これは， この領域⑫の残留脈動波は高速長1 ② 4/ 
管のため振幅および周期が極めて大きし 残摺脈動波はもはや定常脈動波とはならず図-18の
模型が示すように他シリンダ (C-2)における残留脈動波がシリンダ (C-1)の給気過程に直ちに
5000 
図-17 等給気比曲線 (E-360，l3ニ 33.7
cm， C-31j31) 
?
???
?
，，* 3 一一-I.o.山 4
1(Q《1Z)
ro. 来I.C 
(I.O) 
発
LC * I.C 1.0. 
Qd心?乙Lニ斗1
(Q、キ 2)
( ro.)
図 18 W~ 動波の重畳状態
(389) 
il96 511] 弘・初島荊Ilf交・ i)~ 呂ょミ
影響するためとも考えられる。かかる予想、のもとに，シリンダ(C-2)における給気孔問時(1.0.)
からシりンダ (C-1)における有効給気孔閉止時(1.C.*)までの期間に合まれる脈動サイクル数
(Qi)を求めると
Qi* = (-~十 3L)q色 (7) 
となる。 ここに Qf=叶;ーのときには第二、ンリンダの最大脈動正圧波が第一シリンタの有効
給気孔閉止時(I.C.*)に重なることになる。 したがって，かかる場合には給気比が向ヒする筈で
3 ある。いま， (6)式から脈動効果の最適条件として Qiニーのときの機関回転数 (N)と附加給4 
気管長 (l1)との関係を求め， 図 15，区1-16および図-17に併記しているが，(Q)領域における給
気比曲線の山とよく一致している。 し7こカ:って， 上述の推論が十分に妥当でありラ特性数 (Qt)
が有用であることがわかる。 なお，集合型給気管系の等価管長 (Li)は次式から求めた。
叫fι)ニ 2女同n(;会)
ここに l:管長，f:断面積であり，添字
iは図-19に示すように給気管，b (土分岐管を
あらわす。
以上，直管型給気管系，段付型，円錐型ラ
拡張室付給気管系および集合型給気管系によ
る残留脈効果について検討し脈動効果を規
[Eng 、|
¥、ご>-<三/J
: Eng. 
、/
図 19
(8) 
li， fi 
集合型給気管系の模型
定する特性数として従来の脈動特性数(の)のほかに高速領域に対する脈動特性数 (Qi)および
二気F有機関に対する脈事!特性数 (Qi')を提示した。 さらに， これら特性数に含まれる各種給気
管系の等価管長 (Li)の算出式を与え， 実験的にも妥当なことを明らかにするとともに脈動効
果の本質を解明できたと思われる。
IH-2 排気管系による脈動効果
排気管系による脈動効果の本質を明らかにする目的で，各種形状の排気管系を用いて給気
比を測定した。 その代表例につき次に述べる。
(a) 直管型排気管系
排気管効果に基づく給気比 (K)曲椋の起伏について考察する場合には排気吹出し圧力波と
掃気期間との同調，いわゆる排気吹出し効果と残留脈動波の影響(排気脈動効果)との両者につ
いて考慮、しなければならないだろうがフ とくに高速，長管における給気比 (K)曲線の起伏は主
として排気脈動効果によって規定されることをすでに報告したへ し7こがって， 排気吹出しに
よる脈動を初期におけるシリン夕、およびクランク室の客積の影響を無視して近似的に単純なオ
ルガンパイプにおける管内脈動と考えると， 機関の一回転における脈動サイクル数 (qe)は(1)
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式で与えられる。 なおラ 排気管系の場合には脈動特性数 (qe)が整数であると， 次の排気過程
(E.O時)に正正波がヲ qe二河十3のときには負r
i皮が重畳することになる。そこで，排気管長を広
範囲に変えた実験結果(図 20)を従来の例になら
ない給気比 (K./Ko)と脈動特性数 (ljqe)とについ
て纏めると図-21となる。 凶によるとK./K。曲線
の山は 1jqe ニ 0.3~0.45 (qe = 3.3~2) ， 0.7 (qe士l.4)
において生じラ l/qc=T6.55 (qeキl.82)，0.9 (qe=l.l1) 
附近において給気比曲線の谷となっている。これ
は従来の脈動特性数 (qe)と脈動波の重畳状態との
関係のみでは十分に説明できない現象と云えよ
う。 かかる残間脈動波の効果について P.H. 
Schweizer9)は qc=3の場合ヲすなわち次の排気期
K 
1 
図 20 給気比曲線(直管型排気管系)，
E-50 
聞こ入り込みうる脈動波のサイクル数(ゐ小~ 1の場合に機関出力が向上しフ q，=lの場
、 1 2 、 ()ρ
合には低下すると述べている。また，山田・松岡10)らも qe=n-4'""'11 したがって Jm-qe
二 l，iのとき正効果をもたらし，qe=寸 ~n のとき逆効果を生ずると説明している。このよ
うに排気孔開時 (E.O.)に対する残留脈動波の重畳状態のみならず，排気期間全体えの同調につ
いて考慮す./'~きこと宏指摘している。しかし，両者の関係は排気IÎ司口角によって規定されるも
のであり，とくにクランク室正焔2サイクリ機関のように白由に排気開口角川c)を選定できな
い場合には t述の関係を実現させることは仲々困難であろう。しかし m 本型式機関におし、てラ
もっとも重要な役割をはたすのは掃気過程であると考えられる。そこで給気過程の場合と同様
に掃気過程に注目してみると， ピストン制御型2サイクノし機関では掃・排気期間の前半はシリ
ン夕、圧および掃気圧がl苦く，し
かもピストン運動による強制掃
気期間であるので，この期間に
重なる脈動波の影響は比較的小
さく，むしろド死点後の後半は
排気も終りラ主として掃気の行
なわれている期間であり，しか
0.6 。 (3)日4 (21 08 
図 21 給気比(K/Ko)と)派動特性数 (E-50)
(391) 
??? もピストン運動によるクランク
室えの逆流入作用をも伴うので
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この期間えの脈動波の重畳状態が給気比 (K-Kol曲線の起伏を決定的に支配するものと考えら
れよう。そこで有効掃気孔閉止時 (S.C.*)に着目
E.O εC.* E.O. 
??
????
s.c尊 E.O
図 22 脈動特性数(Qe)と脈動波
N rpm 
図 23 給気比曲線(円錐型排気管系)
E-50 
し，そのときの残留脈動波の重畳状態を求めると，
排気孔開時(E.O.)から次のサイクルにおける有効
掃気孔閉止時 (S.C.*)までの期間に含まれる脈動
サイクル数 (Qe)は(2)式と同様に
Qe= (1十議)'qe (9) 
で与えられるので， 図-22に示すように排気脈動
特性数 (Qe)が仏±η;~川のときには掃気期
1 2 
聞の後半に負圧波が重畳し Qe=n4. ~n 正では
正圧波が重なることになる。 ここに Q:s:有効
掃・気孔角 (E.O.から S.C.*までの角l，qe=15ae/ 
(NpL;)である。
かかる推論をより具体的に検証すべくラ図 21
に脈動特性数 (Qe)をふと並べて併記してみると，
K/K，。曲線は 1/Qe=0.5，0.33および 0.25，すなわ
ちQe=2，3および4のとき山を生じ，l/Qc = 0.65， 
0.4および0.28(Qe=lふ 2ム 3.5)のとき K/Ko曲
線は低下している。したがって，上述ぜる推論が
十分妥当であり，ここに提示した排気脈動特性数
(Qelが従来の脈動特性数 (qelよりもより適確に脈
動効果を表示することが確認されたと云えよう。
なお，1/Qe=0.15-0.35の範囲で，K/K，。キ
1.2~1.3と最大値を示しているが， これは排気吹
出し効果に基因するものであり ，Qe=3ヲ 3.5およ
び4における K/K。曲線の起伏は残留脈動波の減
衰のため比較的小さい。
表-2 排気脈動効果の同調条件
l段通条件 l最悪条件
(9)による計算値 I0.69 I 1.37 I 0.05 i 0.91 
渡部氏の実験値 I0.7 I 1.16~1.35 I 0.5 I 0.85-0.9 
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次に， J:述せる考えを排気リードが比較的大きい過給機付単流掃気2サイクル機関に適用
してみよう。なお，渡部教授が排気管系に関する研究に用いた機関の掃・排気開口角を脈動効
果の条件式に代入し，その最適および最悪条件を求めると表-2となる。同表には渡部教授の実
験結果から求めた実験値をも併記しているが，両者はかなりよく一致しており，単流掃気 2サ
イクル機関おけーる排気脈動効果についても (9)から説明できることがわかる。
(b) 円錐型および拡張室付
排気管系
給気管系の場合と同様に円錐型排
気管系や拡張室付排気管系においても
長管になると図-23および図-24のよ
うに脈動効果に基づく給気比(K-Ko)
曲線の起伏が著じるしくあらわれ，し 10 
かも，その機関凶転数は排気管系の寸 図 24 給気比曲線(拡張室付排気情系)
E-50 
N rpm 
度に花、じて移行している。これは給気
管系の場合に与えた等価管長の算出式から得られる結論と符合している。次に，排気脈動効果
の同調条件を給気管系の場合にならない機関回転数 (Nv)と等価管長 (L:Jとの線図を用いて検
討しようとすると， 排気管系における圧力伝播速度(叫が運転状態(とくに機関回転数)によ
って大幅に変化するため，計算曲線との比較が岡難である。そこで， (9)式を変形すると
450 
Np 
rpm ヤ¥ 。て Np'(L~/ae)=(1 +O:"s;360)・(15!Qe)
宝てX-¥ 
1¥レ¥略寸lt1f 
350 
2502 3 
? ??
??，??
?
?
図 25 排気脈動効果の向調条件 (E-125)
九(ピ)=(1+品).(立)
となるので， N~Le 線図を用
いるならば脈動効果の最適または
最悪条件が成り立つ場合の N と
L;/aeとの関係を比較することが
できる。そこで，さきに示した実
験結果から給気比曲線の山を与え
る機関回転数 (N'Jいおよびそのと
5 きの圧力伝播速度(どん)を求め，そ
x W-' 
れらを各種排気管系の等価管長
(L;;) を用いて l'l~LNαe 線図に纏
めたのが図-25である。 同俳は上式から求めた脈動効果の最適条件 (Qe=l~) をも併記し
ているが，実験値とかなりよく一致しており，各種排気管系による脈動効果も直管型排気管系
の場合と同様に (9)式から説明できることが確認される。
(393) 
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IV.結言
以七給気管系および排気管系による脈動効果について考察したが，要約すると次のとお
りである。
(日 比較的低速韻域における給気脈動効果を規定する特性数としては
15ai 
qも - NLt (3) 
が有用である。 なおラ上式に含まれる LJにはインピーダンス理論から求められる等価管長
(L引を用L、ればよい。
(2) 比較的高速領域における給気脈動効果を規定するのは，有効給気孔閉止時(I.C.*)に重
畳する残留脈動波であり，給気脈動特性数 (Qi)
Qi = (1+θ日\~. 360 J 
が Qi=η+3/4のとき給気比は増加し， Q包=nート1/4のとき低下する。
(3) 二気諸機関の高速領域においては，第2シリングの残留脈動波が第1シリングの給気
過程に対して支配的影響を及ぼす。かかる場合の給気脈効果の最適条件は
(2) 
! 1 が* ¥ Qi' = (十包 ).qi 
¥ 2 . 360 J 
で規定される。 W;'"=3/4) 
排気脈動効果を規定するのは， 有効掃気孔閉止時 (S.C.*)に重畳する残摺脈動波であ
り，排気脈勤特性数 (Qc)が n十1/4のとき給気比はもっとも増加する。
(7) 
? ? ?
、 、
???
?
?
??
? ?
?
? ?
???
?
??
、 ?? ?
?
(9) 
(5) 給気脈動効果および排気脈動効果に及ぼす給排気管系形状の影響はういずれも等価管
長 (Ltまたは L:)について考慮、すれば、よく， 等価管長はインピーダンス理論を用いて求めれ
ばfよし、
終 1) ~Iこのぞみラ日頃御指導御鞭健を賜わっている東京大学宇宙航空研究所浅沼強教授，北
海道自動車短期大学黒岩保教授，実験を担当された室蘭工業大学機械工学科熱工学研究室員お
よび関係各{立に深甚な謝意;を表す。 (昭和41年4月30日受理)
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